
 

 

   環境生活部 
 

令和８年度当初予算のポイント・主要事業 

 

 

１ 予算調製にあたっての基本的な考え方 

 環境生活部では、次の５つの方針を柱として当初予算調製を行いました。 

○ 性暴力の根絶をめざす施策を推進するとともに、県民の皆さんとの連携による交

通事故の防止、消費生活の安全確保、地域防犯力の向上、犯罪被害者等支援の推進

等に取り組み、くらしの安全・安心の実感を高めます。 

○ 県民一人ひとりが互いの人権を尊重するとともに、性別や国籍等にかかわらず、

誰もが希望を持って挑戦、参画・活躍できるダイバーシティ社会の実現をめざして

取り組みます。 

○ 県民一人ひとりが自主性と創造性を発揮し、郷土への誇りと愛着を育みながら、

生きがいと心の豊かさを実感できるよう、文化にふれ親しむ環境やさまざまな学習

機会の充実を図ります。 

○ 私立学校における個性豊かで多様な教育の充実や生徒が安心して学べる環境づく

りを支援するとともに、保護者等の経済的負担の軽減を図ります。 

○ 地球温暖化対策（緩和と適応）、大気・水環境の保全、廃棄物処理における安全・

安心を前提とした循環経済への移行を通じて、環境への負荷が少ない持続可能な社

会をめざします。 

 これらの方針をふまえ、令和８年度当初予算においては、以下の７項目について重点

的に取り組みます。 

 

（１）誰もが安全・安心に暮らせるまちづくり 

性暴力が根絶された三重をめざすため、「三重県性暴力の根絶をめざす条例」に基

づく推進計画の策定及び県民の気運醸成の取組を進めるとともに、「みえ性暴力被害

者支援センター よりこ」を通じた相談・支援を充実させます。また、県民の皆さん

との連携により、交通事故の防止や飲酒運転の根絶、消費生活の安全確保、災害ボラ

ンティア受入体制の強化等に取り組み、くらしの安全・安心を実現します。 

 

（２）人権が尊重され、誰もが参画・活躍できるダイバーシティ社会づくり 

人権が尊重される社会を実現するため、さまざまな主体と連携した人権啓発を推進

するとともに、部落差別解消条例（仮称）制定検討や人権問題に関する県民意識調査

等を実施します。 

ジェンダーギャップの背景にあるアンコンシャス・バイアスを解消し、誰もが家庭

でも仕事でも活躍できる環境づくりを進めます。また、日本人住民と外国人住民が共

に安全、安心に暮らすことができる社会を実現するため、外国人住民が日本語を学べ

る環境の整備や相談体制の充実等に取り組みます。 
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（３）文化と生涯学習の振興 

「三重県文化振興計画」に基づき、着実に施策を推進するとともに、次期計画を策

定します。県立文化施設では、子どもたちが文化芸術にふれ親しむ機会の充実を図る

とともに、三重県誕生 150周年を好機と捉え、子どもから大人まで楽しめる企画展等

を開催します。また、史跡斎宮跡の実態解明と魅力発信を進めます。 

 

（４）私立学校の教育環境の充実 

家庭の経済状況にかかわらず、自らの希望に応じた教育を受けることのできる環境

を整備するため、令和８年度から実施予定の「いわゆる高校無償化」に対応するとと

もに、児童生徒がより安全・安心に学べる環境づくりを進めるため、私立学校におけ

るいじめ防止対策や熱中症対策への支援を行います。 

 

（５）2050年ネット・ゼロの実現 

2050年ネット・ゼロの実現をめざし、「みえデコ活」の推進、脱炭素経営に係る支

援及びペロブスカイト太陽電池やＰＰＡを活用した県有施設の脱炭素化等のさまざ

まな緩和の取組を進めるとともに、熱中症対策等の気候変動の適応に取り組みます。 

また、三重県誕生 150周年をふまえた啓発イベントの実施など環境教育・環境学習

を推進するとともに、太陽光発電施設の設置が環境に配慮して行われるよう三重県環

境影響評価条例の規模要件の見直しを進めます。 

 

（６）持続可能な循環型社会の構築 

廃棄物処理における安全・安心を前提とし、持続可能な廃棄物処理体制を確保する

ため、引き続き、南海トラフ地震に備えた災害廃棄物処理体制の強化、人口減少など

将来の社会情勢をふまえたごみ処理広域化・集約化の調査・検討に取り組みます。ま

た、循環経済への移行により、プラスチック資源循環の高度化など地域課題の解決に

資する循環資源の利用を促進します。 

 

（７）「きれいで豊かな海」の実現と良好な生活環境の保全 

水質の「きれいさ」に加え、生物生産性や生物多様性にも配慮した「きれいで豊か

な海」の実現をめざし、さまざまな主体と連携し、総合的な施策を推進するとともに、

伊勢湾流域圏で連携し、海洋ごみの発生抑制に取り組みます。 

また、良好な生活環境の保全を図るための取組を継続します。 
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  ２ 主な重点項目 

（１）誰もが安全・安心に暮らせるまちづくり 

① （一部新）性暴力が根絶された三重づくり推進事業 

予算額 １３，３７１千円 
[くらし・交通安全課（224-2664）] 

「三重県性暴力の根絶をめざす条例」の認知度の向上を図り、性暴力のな

い三重県の実現に向けた気運を醸成するため、イベントの開催、教職員向け

ハンドブックの作成、出前講座の実施など、啓発に取り組みます。また、条

例に基づく施策を総合的かつ効果的に推進するため、推進計画を策定します。 

 

② （一部新）性犯罪・性暴力被害者支援事業   予算額 ３７，３９７千円 
[くらし・交通安全課（224-2664）] 

 

 「みえ性暴力被害者支援センター よりこ」の相談体制の強化を図るとと

もに、引き続き電話・ＳＮＳ相談、付き添い支援等に取り組み、関係機関等

と連携しながら被害者の心身の負担軽減と早期回復を図ります。また、外国

人向けの周知を行うとともに、「性暴力対応看護師（ＳＡＮＥ）」の育成を

図ります。 

 

③ （一部新）災害ボランティア支援等事業    予算額 １２，５５７千円 
[ダイバーシティ社会推進課（222-5981）]  

 

みえ災害ボランティア支援センター（ＭＶＳＣ）の実践力強化に向け、

県内関係団体や全国域の災害中間支援組織と連携した県域の情報共有会議

の模擬訓練を実施するとともに、市町における災害ボランティア受入れ体制

の強化に向け、複数の市町での地域間連携を促すための勉強会やワークショ

ップを開催します。 

 

④ （一部新）交通安全運動推進事業        予算額 ８，９４７千円 
[くらし・交通安全課（224-2410）] 

 

 関係機関・団体と連携して、四季の交通安全運動等における年間を通じた

交通安全啓発活動（交通安全イベントの開催、ラジオによる広報等）を展開

し、交通事故防止の徹底に向けた取組を推進します。「三重県自転車安全利

用条例（仮称）」の制定に向け、検討を進めるとともに、さまざまな手法に

より県民に幅広く広報啓発を行うことで自転車や特定小型原動機付自転車

の安全利用を促進します。 

 

⑤ （一部新）飲酒運転０（ゼロ）をめざす推進運動事業 

予算額 ５，０７１千円 
[くらし・交通安全課（224-2410）] 

 

 「第４次三重県飲酒運転０（ゼロ）をめざす基本計画」を策定し、飲酒運

転の根絶に関する教育および知識の普及・啓発を行うとともに、啓発動画の

配信や飲酒運転禁止ステッカーの掲示などの広報啓発活動に取り組みます。

また、飲酒運転違反者に対して、アルコール依存症に関する受診義務の通知、

勧告、再勧告を行うとともに、飲酒運転とアルコール問題に関する相談窓口

を運営し、再発防止に取り組みます。 
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⑥  相談対応強化費               予算額 ５０，２６０千円 
[くらし・交通安全課（224-2400）] 

 

県消費生活センターに消費生活相談員を配置するとともに、研修等によ

る資質向上を図ることで、相談に迅速かつ的確に対応します。また、ＳＮＳ

トラブルなど複雑・高度な専門相談に対応できる相談員の育成を図るととも

に、市町相談体制の強化に向けた支援を行います。 

 

（２）人権が尊重され、誰もが参画・活躍できるダイバーシティ社会づくり 

① （一部新）人権施策総合推進事業        予算額 ９，５７８千円 
[人権課（224-2278）] 

 

 人権が尊重される社会を実現していくため、「第五次人権が尊重される三

重をつくる行動プラン」に基づき、人権施策を進めます。また、「部落差別

解消条例（仮称）」の制定及び「差別を解消し、人権が尊重される三重をつ

くる条例」の改正の検討を行うとともに、人権問題に関する県民意識調査を

実施し、条例検討や「第六次人権が尊重される三重をつくる行動プラン」の

策定に活用します。 

 

②  人権センター管理運営費          予算額 １４７，４６５千円 
[人権課（224-2278）] 

 

 人権啓発・研修等の拠点施設である県人権センターの管理運営を行います。

また、機能強化を図るため、人権センター常設展示室のリニューアルに向け

た設計を行います。 

 

③ （一部新）ジェンダーギャップ解消！！ＨＡＰＰＹ☆ＣＹＣＬＥ事業      

         予算額 １８，６４２千円 
[ダイバーシティ社会推進課（224-2225）] 

 

 ジェンダーギャップ解消に向け、誰もが家庭でも仕事でも活躍できるよう、

企業トップ・リーダー層の意識変革に取り組むとともに、働く女性のキャリ

ア継続やキャリアアップを支援するための講座やロールモデル交流会を開

催します。また、若年層とその親世代を対象とした啓発を行い、アンコンシ

ャス・バイアスの解消を推進します。 

 

④  男女共同参画連絡調整事業           予算額 ３，５４２千円 
[ダイバーシティ社会推進課（224-2225）] 

 

 「第３次三重県男女共同参画基本計画」に基づき、三重県男女共同参画審

議会による評価を行いながら、男女共同参画社会の実現に向けた取組を着実

に進めます。また、「第３次三重県男女共同参画基本計画」の改定及び実施

計画の策定を行います。 

 

 

 

 

 

 

環境生活部　4



 

⑤ （一部新）外国人住民に対する情報や学習機会の提供事業 

予算額 ６３，６９２千円 
[ダイバーシティ社会推進課（222-5974）] 

 

 県多言語情報提供ホームページ（MieInfo）の掲載言語を８言語に増やし、

行政や生活に係る情報をきめ細かく提供します。また、日本語教育体制の整

備を一体的に推進するため、学習者・学習支援者・企業・自治体等からの日

本語教育に関する多様な相談への対応、情報提供や関連事業への橋渡しを行

う総合窓口として「みえ地域日本語教育支援センター（仮称）」の設置に向

け検討を進めます。さらに、日本語教育人材の育成・マッチング等を行うと

ともに、オンライン・オンデマンドによる日本語学習機会を提供します。 

 

⑥ （一部新）外国人住民の安全で安心な生活への支援事業 

予算額 ３５，１６４千円 
[ダイバーシティ社会推進課（222-5974）] 

 

 「みえ外国人相談サポートセンター」（ＭｉｅＣｏ／みえこ）において、

社会保険労務士へ専門相談ができる機会を設け、就労外国人からの労働相談

に対応できる体制の充実に取り組みます。また、災害時に外国人住民を支援

するための外国人防災リーダーの育成、避難所運営訓練等を行います。さら

に、外国人コミュニティに県が発信する生活情報等を届けるなど、地域との

橋渡し役を担う「外国人地域サポーター」を登録・活用する体制を構築しま

す。 

 

⑦  多文化共生がもつ力の活用事業        予算額 １０，０８１千円 
[ダイバーシティ社会推進課（222-5974）] 

 

 多文化共生を計画的かつ総合的に推進するため、県民、有識者、外国人支

援団体、経済団体等の意見を聴きながら、「第２次三重県多文化共生推進計

画（仮称）」を策定します。また、日本人住民と外国人住民が互いに生活習

慣や文化の違いを認め合い、共に地域社会を築いていけるよう、啓発イベン

ト等を実施します。 

 

（３）文化と生涯学習の振興 

① （一部新）文化交流機能強化事業        予算額 ７，６９５千円 
[文化振興課（224-2176）] 

 

本県における文化活動の拠点としての機能を一層強化するため、各県立文

化施設で構成する会議を活用し、連携強化を図ります。また、子どもたちが

本物の文化芸術に触れる機会をより充実させるため、来館機会の少ない東紀

州地域の児童生徒を対象に、県立文化施設での体験コンテンツを組み込んだ

バスツアーを新たに実施します。 
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② （一部新）美術館展示等事業         予算額 ８５，３４９千円 
[文化振興課（224-2176）] 

 

本県出身で日本文化の発展に寄与した芸術家を紹介する企画展等を行う

とともに、ＳＯＭＰＯ美術館等と連携して開催する「アルベール・マルケ展

（仮称）」に合わせた子ども向け鑑賞ガイドの配布、誰もが利用しやすい美

術館をめざし、引きこもりの当事者等と協働で鑑賞プログラム等の開発を行

います。 

 

③ （一部新）総合博物館展示等事業       予算額 ５３，５５４千円 
[文化振興課（224-2176）] 

 

 子どもたちが祭りにふれ親しめるイベント等を祭りに関する企画展と合

わせて開催するとともに、三重の多種多様で豊かな自然や歴史・文化を紹介

する企画展を開催します。 

 
④  文化会館事業               予算額 １０１，５４１千円 

[文化振興課（224-2176）] 
 

 オペラ、バレエ、歌舞伎等の多彩で魅力的な文化芸術公演やアウトリーチ

活動、文化の担い手や文化活動を支える人材の育成に取り組みます。 

 

⑤  生涯学習センター費             予算額 １０，２７３千円 
[文化振興課（224-2176）] 

 

 多様化・高度化する県民の皆さんの生涯学習ニーズに応えるため、県内の

高等教育機関、各種団体等との連携により、三重の歴史・文化など多様で時

宜を得たテーマによる学習機会を提供するとともに、地域において生涯学習

分野で活動する人々を支援するための研修会や三重県誕生150周年をテーマ

にしたセミナーを開催します。 

 

⑥  斎宮歴史博物館展示・普及事業        予算額 １５，８４３千円 
[文化振興課（224-2176）] 

 

 平安時代の王朝文学や絵画で表現された斎王や斎宮に関する歴史・文化を

紹介する企画展を開催するとともに、講座や地域と連携したイベントを行い、

史跡斎宮跡の魅力発信に取り組みます。 

 

⑦  文化観光推進事業             予算額 ２２８，５０１千円 
[文化振興課（224-2176）] 

 

 斎宮を核とした文化観光を推進し、斎宮跡のにぎわいを創出するため、引

き続き発掘体験等を行います。また、斎宮歴史博物館の展示リニューアルに

向けた展示製作、博物館と史跡をつなぎ周遊性を高めるための区画道路の復

元に向けた史跡斎宮跡整備基本計画（仮称）の策定に取り組みます。 
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（４）私立学校の教育環境の充実 

①  私立高等学校等就学支援金交付事業   予算額 ６，２５３，６５８千円 
[私学課（224-2161）] 

 

 私立学校に通う子どもたちが安心して学べるよう、いわゆる高校無償化に

対応した支給対象等の拡充を行ったうえで就学支援金の支給等を行うこと

により、保護者等の経済的負担の軽減を図ります。 

 

②  私立高等学校等教育費負担軽減事業     予算額 ３２９，００３千円 
[私学課（224-2161）] 

 

 私立学校に通う子どもたちが安心して学べるよう、授業料減免を行った学

校法人に対する助成や、国の制度改正に対応した支給対象等の拡充を行った

うえで奨学給付金を支給することにより、保護者等の経済的負担の軽減を図

ります。 

 

③ （新）私立学校いじめ防止対策支援事業     予算額 ６，７５５千円 
[私学課（224-2161）] 

 

 私立学校におけるいじめへの対応強化を支援するために、生徒指導担当教

員等を対象に事例等から学ぶ機会を提供するとともに、私立学校からのいじ

めに係る相談に対応する支援員を新たに配置します。 

 

④ （新）安全・安心な私立学校教育環境緊急整備事業費補助金 

予算額 １６，６９９千円 
[私学課（224-2161）] 

 

 熱中症対策や避難所機能の強化のために、私立学校が体育館等に空調設備

を整備する経費への助成を行います。 

 

（５）2050年ネット・ゼロの実現 

①  脱炭素社会推進事業            予算額 ３７９，１１０千円 
[地球温暖化対策課（224-2368）] 

（388,860千円 ※R7年度2月補正予算含みベース） 
 

 国が進める「デコ活」の県内での展開と定着を図るため、仮想空間上の体

験型デジタルコンテンツを活用したイベントを開催するなど、「脱炭素につ

ながる新しい豊かな暮らし方」に関する製品・サービス・情報を効果的・効

率的に発信するとともに、自家消費型太陽光発電設備の導入促進など、社会

実装につなげる「みえデコ活」を推進します。 

 

② （一部新）地球温暖化対策普及事業      予算額 ２５，５９９千円 
[地球温暖化対策課（224-2368）] 

 

 「地球温暖化対策計画書制度」の対象となる温室効果ガス排出量の多い事

業者に対して、脱炭素化に関する情報提供や助言などを行うことにより、自

主的な取組を促進します。また、脱炭素経営に係る支援内容を拡充し、取り

組む意欲のある企業を対象に、温室効果ガス排出量の算定など各企業の取組

段階に応じた支援を実施します。 
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③ （一部新）県有施設脱炭素化推進事業    予算額 ２６３，２５２千円 
[地球温暖化対策課（224-2368）] 

 

 将来を担う子どもたちに、体験型展示を導入するなどペロブスカイト太陽

電池にふれる機会を創出し、今後の利用拡大に向けた普及啓発を行います。

県有施設においては、初期投資が不要なＰＰＡを活用したモデル事業を引き

続き実施し全庁的な横展開を図るとともに、ペロブスカイト太陽電池の導入

に向けた調査・設計を行います。また、ソーラーカーポート及び電気自動車

を整備し、太陽光発電の電力を活用するゼロカーボンドライブを推進します。 

 

④  気候変動適応事業               予算額 ８，３１１千円 
[地球温暖化対策課（224-2368）] 

 

 県民の皆さん、事業者、市町の気候変動適応に関する理解を深めるため、

セミナーの開催等による普及啓発を行うとともに、三重県気候変動適応セン

ターと連携し、地球温暖化による本県の気候変動やその影響に関する情報を

発信します。また、関係部局や市町と連携し、熱中症対策を進めます。 

 

⑤ （一部新）環境学習情報センター運営費    予算額 ８０，１８５千円 
[地球温暖化対策課（224-2368）] 

 

 環境教育・環境学習を推進するため、県環境学習情報センターを拠点とし

て、環境保全に関する講座やイベントの開催、指導者の育成、情報提供等を

行います。加えて、環境問題への気づきを引き出し環境保全の具体的な行動

を促進するため、最新の情報を反映した展示への更新や、デジタルコンテン

ツ等を活用した疑似体験ができる設備の新設を進めます。また、三重県誕生

150周年と併せて、子どもたちが楽しみながら環境について学べる啓発イベ

ントを開催します。 

 

⑥ （一部新）環境影響・公害審査事業       予算額 ８，４３０千円 
[地球温暖化対策課（224-2368）] 

 

 環境に著しい影響を及ぼすおそれのある事業等について、事業者において

適切な環境配慮が行われるよう、環境影響評価の取組を促進します。なお、

太陽光発電施設の設置に関して、三重県環境影響評価条例に基づく対象事業

の規模要件の見直しを進めていきます。 

 

（６）持続可能な循環型社会の構築 

① （一部新）災害廃棄物適正処理促進事業    予算額 ３４，５６６千円 
[資源循環推進課（224-2385）] 

 

 災害時に発生する廃棄物の迅速な処理に向け、現場対応力の向上及び広域

処理応援体制の強化を図るため、南海トラフ地震等を想定した広域的な図上

訓練や仮置場の設置や運営に係る実地訓練を実施するなどの人材育成を進

めるとともに、仮置場候補地の位置情報のデジタル化によるデータベースの

作成を行います。また、南海トラフ地震の新たな被害想定をふまえて、三重

県災害廃棄物処理計画の改定に向けた調査を実施します。 
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② 「ごみゼロ社会」実現推進事業       予算額 ３７０，０２１千円 
[資源循環推進課（224-2385）] 

 

 廃棄物の「３Ｒ＋Ｒ」を促進するため、ごみの発生・排出削減などの行動

変容のきっかけとなる映像コンテンツを作成し、ＳＮＳ等を活用して、ごみ

の減量や資源循環に関する情報の発信を行います。また、ＲＤＦ焼却・発電

施設跡地の活用に向けた手続きを進めるとともに、中長期における持続可能

な適正処理の確保に向けたごみ処理広域化・集約化の計画策定のための調査

と市町等との協議を行います。 

 

③  地域循環高度化促進事業          予算額 ２５２，０５０千円 
[資源循環推進課（224-3310）] 

 

 循環経済への移行やカーボンニュートラルに貢献する資源循環を促進す

るため、地域の廃棄物を資源としてとらえ、地域での一層の有効活用と資源

循環の高度化や廃棄物処理に係る地球温暖化対策等に取り組む県内事業者

に対して、産業廃棄物税を活用し、その経費の一部を補助します。 

 

④  ＣＯ２削減のための高度な技術を活用したリサイクル等促進事業 

予算額 ２３，８５３千円 
[資源循環推進課（224-3310）] 

 

 より高度な再生プラスチックの循環的な利用の実現に向けて、高度なリサ

イクル技術による製品原材料への適用可能性や事業者間連携の実現可能性

を検証するとともに、使用済みプラスチックの効率的な分別・回収から再生

プラスチックを使用した製品の製造までの実証事業を行います。また、使用

済み太陽光パネルの循環的な利用に係る体制構築に向け、関係事業者との意

見交換の場を通じ、高度なリユース・リサイクル事業への新たな参入を促進

します。 

 

⑤ （一部新）不法投棄等の未然防止・早期発見推進事業           

予算額 １６２，６７６千円 
[廃棄物監視・指導課（224-2388）] 

 

 不法投棄等の未然防止や早期発見・早期是正を図るため、通報窓口である

「廃棄物110番」について、啓発動画の作成・配信や多様な手段による効果

的な広報を行うことで、利用を促進するとともに、監視カメラ等のＩＣＴを

はじめとする技術の活用を一層進めることにより、幅広く間隙のない監視体

制を構築します。 

 

⑥  環境修復後の保全管理事業          予算額 ５９，２２４千円 
[廃棄物対策課（224-2483）] 

 

 環境修復を行った４事案について、行政代執行で整備した工作物の点検や

水質モニタリング等を実施し、生活環境保全上の支障が生じていないことを

確認するとともに、地元自治会等との事案地に関するコミュニケーションを

通じて、地域住民の安全・安心の確保に取り組みます。 
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（７）「きれいで豊かな海」の実現と良好な生活環境の保全 

① （一部新）「きれいで豊かな海」推進事業   予算額 ２７，９２３千円 
[大気・水環境課（224-2382）] 

 

「きれいで豊かな海」の実現に向け、「第９次水質総量削減計画」に基づ

き、流域下水処理場における栄養塩類管理運転の試行と効果の検証等、農林

水産部、県土整備部と連携して取り組むとともに、「三重県『きれいで豊か

な海』協議会」において、各種施策の進捗管理を行います。また、県の次期

水質総量削減計画の策定に向けた検討を進めるとともに、他の下水処理場等

への栄養塩類管理運転の横展開に向けた実現可能性調査も併せて進めてい

きます。 

 

② （一部新）海岸漂着物対策推進事業      予算額 ８４，５７１千円 
[資源循環推進課（224-3310）] 

 

 「三重県海岸漂着物対策推進計画」、「伊勢湾流域圏海洋ごみ対策推進広

域計画」に基づき、海岸漂着物の実態把握、回収・処理の取組、発生抑制対

策を推進します。また、海洋ごみ問題に関する県民の意識の醸成を図るため、

企業と連携して環境学習・野外学習等のイベントを開催し、企業がもつノウ

ハウ等を活かして情報発信の強化を図ります。 

 

③ （一部新）大気テレメータ維持管理費    予算額 １５７，１５２千円 
[大気・水環境課（224-2380）] 

 

大気環境測定局の自動測定機器等の保守及び更新を行い、大気汚染の状況

をモニタリングするとともに、濃度上昇の際は予報等の発令を行います。ま

た、排出ガス量が多い工場の常時監視を行います。 

 

④  河川等公共用水域水質監視費         予算額 ３０，８１３千円 
[大気・水環境課（224-2382）] 

 

公共用水域等の継続的な水質監視を行うことにより、県内の河川、海域及

び地下水の環境基準の達成状況や推移を把握し、その結果を水質改善のため

の必要な施策に反映させ、水環境の保全を図ります。 

 

⑤  浄化槽設置促進事業補助金         予算額 １１６，１７８千円 
[大気・水環境課（224-3145）] 

 

浄化槽設置に補助を行う市町や、公営事業として高度処理浄化槽等を設置

し維持管理を行う市町に対して助成を行うことにより、生活排水処理施設の

整備率向上を図ります。 

 

 

環境生活部　10



３ その他の主要事業 

 

政策名、施策名及び事業の内容 
担当課・ 

電話番号 

≪政策名：暮らしの安全≫ 

〈施策名：（3-1）犯罪に強いまちづくり〉 

１ 安全安心まちづくり事業                ６０１千円 

（２２，９８０千円 ※Ｒ７年度２月補正予算含みベース） 

【（3-1-1）みんなで進める犯罪防止に向けた取組の推進】 

（第２款 総務費 第５項 生活文化費 １ 生活対策費） 

「安全で安心な三重のまちづくりアクションプログラム（第３弾）」に基

づき、県民の皆さんや事業者等さまざまな主体と協働しながら、安全・安

心まちづくり地域リーダー養成講座や安全・安心まちづくりフォーラムを

開催するなど、犯罪のない安全で安心な三重のまちづくり実現に向けた取

組を進めます。また、「安全で安心な三重のまちづくりアクションプログラ

ム（第４弾）」を策定するとともに、引き続き防犯カメラ設置を支援する市

町に対して補助を行います。 

 

２ 犯罪被害者等支援事業               ６，６２７千円 

【（3-1-4）犯罪被害者等支援の充実】 

（第２款 総務費 第５項 生活文化費 １ 生活対策費） 

「三重県犯罪被害者等支援推進計画（第二期）」に基づき、三重県犯罪

被害者等見舞金を給付するなど、犯罪被害者等に寄り添った各種支援施策

を推進するとともに、引き続き、関係機関・団体が相互に連携する総合的

な支援体制の強化に取り組みます。また、「三重県犯罪被害者等支援推進計

画（第三期）」を策定するとともに、犯罪被害者等が二次被害を受けること

がないよう、県民の皆さんの理解促進を図ります。 

 

〈施策名：（3-2）交通安全対策の推進〉 

１ 交通安全企画調整費                  ４９０千円 

【（3-2-1）交通安全意識と交通マナーの向上に向けた教育・啓発の推進】 

（第２款 総務費 第５項 生活文化費 ２ 交通安全対策費） 

「第１２次三重県交通安全計画」を策定し、市町や関係機関・団体と連

携を図りながら交通安全対策を推進します。 

 

２ 交通弱者の交通事故防止事業              ６８４千円 

【（3-2-1）交通安全意識と交通マナーの向上に向けた教育・啓発の推進】 

（第２款 総務費 第５項 生活文化費 ２ 交通安全対策費） 

高齢者や歩行者、自転車利用者の交通弱者等を対象に、「歩行者の守るべ

きルール」「自転車ヘルメットの着用」などをテーマとした啓発動画による

広報に取り組み、交通安全意識のさらなる向上を図ります。 

 

３ 交通安全研修センター管理運営費         ４３，６２６千円 

【（3-2-1）交通安全意識と交通マナーの向上に向けた教育・啓発の推進】 

（第２款 総務費 第５項 生活文化費 ２ 交通安全対策費） 

   三重県交通安全研修センターにおいて、交通安全教育機器を活用し、幼

児から高齢者まで幅広い県民の皆さんを対象にした参加・体験・実践型の

交通安全教育を実施するとともに、地域や職域で活動する交通安全教育指

導者の養成・資質向上を図ります。 

 

 

 

くらし・交通 

安全課 

（224-2664） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

くらし・交通 

安全課 

（224-2664） 

 

 

 

 

 

 

 

 

くらし・交通 

安全課 

（224-2410） 

 

 

 

くらし・交通 

安全課 

（224-2410） 

 

 

 

 

くらし・交通 

安全課 

（224-2410） 
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政策名、施策名及び事業の内容 
担当課・ 

電話番号 

〈施策名：（3-3）消費生活の安全確保〉 

１（一部新）消費者啓発事業             １９，４１０千円 

【（3-3-1）自主的かつ合理的な消費活動への支援】 

（第２款 総務費 第５項 生活文化費 ７ 消費生活事業費） 

若年者向けの消費者教育・啓発の強化を図るため、「青少年消費生活講座」

を開催します。また、高齢者に寄り添った啓発を強化するため、スマート

フォンの普及などデジタル社会の進展に伴い、多様化、複雑化している消

費者トラブルの防止に向けた「消費生活出前講座」等を開催します。さら

に、エシカル消費の啓発に取り組むとともに、カスタマーハラスメントを

防止するため、消費者への教育・啓発を実施します。 

 

２ 消費者行政推進事業               ３１，０２３千円 

（３８，７２６千円 ※Ｒ７年度２月補正予算含みベース） 

【（3-3-1）自主的かつ合理的な消費活動への支援】 

（第２款 総務費 第５項 生活文化費 ７ 消費生活事業費） 

県、市町の相談員等を対象とした研修会の開催や、弁護士等の活用によ

り県内全体の消費生活相談体制の充実を図るとともに、国交付金の活用等

により市町における消費者行政の推進を支援します。また、地域における

啓発活動の担い手となる「消費者啓発地域リーダー」や学生が消費者教育

の担い手となる「学生消費者リーダー」の新規養成等を進めます。 

 

３ 事業者指導事業                  ８，３４８千円 

【（3-3-2）消費者被害の救済、適正な取引の確保】 

（第２款 総務費 第５項 生活文化費 ７ 消費生活事業費） 

適正な商取引、商品表示等が行われるよう、県消費生活センターに不当

商取引指導専門員を配置し、監視・指導を行うとともに、広域的に活動す

る悪質な事業者に対しては、国や近隣県等の関係機関と連携し、指導を行

います。また、事業者面談や事前相談を通じて、適正な商取引や商品等の

表示に向けた事業者の自主的な取組を支援します。 

 

≪政策名：環境≫ 

〈施策名：（4-1）脱炭素社会の実現〉 

１ 環境行動促進事業                 ８，２７７千円 

【（4-1-3）環境教育・環境学習の推進】 

（第４款 衛生費 第６項 環境保全費 １ 環境総務費） 

三重県地球温暖化防止活動推進センターを拠点とした地球温暖化防止活

動推進員による活動を支援します。また、学校や企業と連携した啓発活動、

県民の皆さん一人ひとりの環境に配慮した行動変容を促すための取組を通

じて、温室効果ガスの排出削減等に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

くらし・交通 

安全課 

（224-2400） 

 

 

 

 

 

 

 

くらし・交通 

安全課 

（224-2400） 

 

 

 

 

 

 

 

くらし・交通 

安全課 

（224-2400） 

 

 

 

 

 

 

 

 

地球温暖化対

策課 

（224-2368） 
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政策名、施策名及び事業の内容 
担当課・ 

電話番号 

〈施策名：（4-2）循環型社会の構築〉 

 １ 産業廃棄物適正処理推進事業          １２１，７２９千円 

【（4-2-3）廃棄物処理の安全・安心の確保】 

（第４款 衛生費 第６項 環境保全費 ２ 廃棄物対策費） 

産業廃棄物の適正処理を推進し、廃棄物処理に対する県民の皆さんの安

全・安心を確保するため、産業廃棄物処理業等に係る許可申請等の厳正な

審査を行うなど、法令等に基づく的確な運用を図ります。また、県内の排

出事業者及び処理業者を対象に優良産廃処理業者認定制度等に関する研修

を実施し、産業廃棄物の適正処理の担い手となる人材の育成に取り組みま

す。 

 

２ プラスチック対策等推進事業           ２６，８２８千円 

【（4-2-4）廃棄物政策を通じた社会的課題の解決】 

（第４款 衛生費 第６項 環境保全費 ２ 廃棄物対策費） 

プラスチックの資源循環を促進するため、事業者の自主的な取組や事業

者間の連携拡大に取り組みます。また、ＳＮＳアプリを活用したごみ拾い

活動の見える化を通じた散乱ごみ対策を進めるほか、プラスチックの資源

循環の促進、海洋ごみ、食品ロス等のさまざまな課題の同時解決につなが

るよう、ナッジ理論を活用した分別回収の促進と取組効果の情報発信によ

り意識向上を図るモデル事業を実施します。 

 

３ 食品ロス削減推進事業              ２９，０９５千円 

【（4-2-4）廃棄物政策を通じた社会的課題の解決】 

（第４款 衛生費 第６項 環境保全費 ２ 廃棄物対策費） 

まだ食べられる食品の活用により生活困窮者等を支援する三重県食品提

供システム「みえ～る」の機能強化及び参加団体の拡大に取り組みます。

また、食品ロス削減に向けた県民意識の醸成のため、県内でのフードドラ

イブの展開を図るとともに、学校教育で使用できる啓発教材の作成や、市

町・食品関連業者等と連携した売れ残りや食べ残し削減の取組を進めます。 

 

４ 循環型社会形成施策推進事業            ４，４８４千円 

【（4-2-5）人材育成とＩＣＴの活用】 

（第４款 衛生費 第６項 環境保全費 ２ 廃棄物対策費） 

さまざまな主体による持続可能な循環型社会の構築に向けた取組を促進

するため、動静脈連携や脱炭素化、ＤＸの推進に関する国や県の動向、事

業者の先進事例等について情報共有を図るセミナーを開催します。 

 

〈施策名：（4-4）生活環境の保全〉 

１ 工場・事業場大気規制費              ９，７５８千円 

【（4-4-1）大気・水環境等の保全】 

（第４款 衛生費 第６項 環境保全費 ３ 環境指導費） 

「大気汚染防止法」等の規制対象工場に立入検査を行い、施設の適正な

維持管理を指導するとともに、有害大気汚染物質の県内の状況を把握する

ため、調査等を実施します。 

 

 

 

 

 

廃棄物対策課 

（224-2483） 

 

 

 

 

 

 

 

 

資源循環推進

課 

（224-3310） 

 

 

 

 

 

 

 

資源循環推進

課 

（224-2385） 

 

 

 

 

 

 

資源循環推進

課 

（224-3310） 

 

 

 

 

 

大気・水環境課 

（224-2380） 
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政策名、施策名及び事業の内容 
担当課・ 

電話番号 

２ 土砂条例施行費                  ７，６０９千円 

【（4-4-1）大気・水環境等の保全】 

（第４款 衛生費 第６項 環境保全費 ３ 環境指導費） 

「三重県土砂等の埋立て等の規制に関する条例」に基づき厳正に審査す

るとともに、不適切な土砂等の埋め立て等が行われることがないよう必要

な指導等を行います。 

 

３ 生活排水総合対策指導事業             ９，１５７千円 

【（4-4-2）生活排水処理施設の整備促進】 

（第４款 衛生費 第６項 環境保全費 ３ 環境指導費） 

生活排水の総合的な推進のため、「生活排水処理アクションプログラム

（三重県生活排水処理施設整備計画）」に基づき、関係部局が連携し、進行

管理を行います。また、人口減少など社会情勢が著しく変化していること

から、各市町の整備計画や整備状況をふまえて「生活排水処理アクション

プログラム」の見直しを行います。 

 

≪政策名：交通・暮らしの基盤≫ 

〈施策名：（11-4）水の安定供給と土地の適正な利用〉 

１ 水道事業等指導事業                 ９,０６２千円 

【（11-4-1）水資源の確保と水の安全・安定供給】 

（第４款 衛生費 第６項 環境保全費 ３ 環境指導費） 

県民の皆さんに対し、安心して飲める水が安定的に供給されるよう、水

道の施設整備や事業経営および施設の維持管理についての指導監督を行い

ます。また、県内の水道事業が将来にわたり経営環境を維持していけるよ

う、水道広域化シミュレーション結果を共有し、市町とともに具体的な検

討を行うなど、水道事業基盤強化の取組を進めます。 

 

２ 水道事業会計支出金              ９９６，３２４千円 

【（11-4-1）水資源の確保と水の安全・安定供給】 

（第４款 衛生費 第６項 環境保全費 ３ 環境指導費） 

北部広域圏広域的水道整備計画に基づく水道広域化施設の整備等に対

し、一般会計から水道事業会計に出資・補助を行い、地方公営企業の経営

健全化を促進し、その経営基盤の強化を図ります。 

 

≪政策名：人権・ダイバーシティ≫ 

〈施策名：（12-1）人権が尊重される社会づくり〉 

１ 隣保館運営費等補助金             ２４９，４２２千円 

【（12-1-1）人権が尊重されるまちづくりと人権啓発の推進】 

（第２款 総務費 第５項 生活文化費 ４ 人権施策推進費） 

市町が設置する隣保館において、相談事業、啓発及び広報活動、地域交

流等の隣保事業が推進されるよう支援します。 

 

２ 人権啓発事業                  １９，２２２千円 

【(12-1-1）人権が尊重されるまちづくりと人権啓発の推進】 

（第２款 総務費 第５項 生活文化費 ４ 人権施策推進費） 

県民一人ひとりの人権意識の高揚を図るため、講演会の開催やスポーツ

組織との連携による啓発等を行います。また、地域の実情に応じた啓発活

動を展開することができるよう、市町の取組に対する支援を行います。 

大気・水環境課 

（224-2382） 

 

 

 

 

 

大気・水環境課 

（224-3145） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大気・水環境課 

（224-3145） 

 

 

 

 

 

 

 

大気・水環境課 

（224-3145） 

 

 

 

 

 

 

 

人権課 

（224-2278） 

 

 

 

 

人権課 

（224-2278） 
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政策名、施策名及び事業の内容 
担当課・ 

電話番号 

３（一部新）インターネット人権モニター事業      ２，１１１千円 

【(12-1-3）人権擁護の推進】 

（第２款 総務費 第５項 生活文化費 ４ 人権施策推進費） 

インターネット上の差別的な書込みを早期に発見し、削除要請を行うと

ともに、情報流通プラットフォーム対処法の規定に基づいた大規模プラッ

トフォーム事業者の対応状況を確認し、調査・分析を行います。また、市

町等に対しモニタリング説明会を実施するとともに、差別的な書込みなど

の未然防止に向け、啓発に取り組みます。 

 

４ 差別解消条例推進事業               １，９４６千円 

【(12-1-3）人権擁護の推進】 

（第２款 総務費 第５項 生活文化費 ４ 人権施策推進費） 

人権問題を円滑かつ適切に解決するため、引き続き、県人権センターに

アドバイザーを配置し、相談員のさらなる資質向上、人材育成を図ります。

また、不当な差別に係る紛争解決のため、「三重県差別解消調整委員会」

を運営します。 

 

〈施策名：（12-2）ダイバーシティと女性活躍の推進〉 

 １ 男女共同参画センター事業            １４，３６０千円 

【（12-2-1）男女共同参画の推進】 

（第２款 総務費 第５項 生活文化費 １ 生活対策費） 

県男女共同参画センター「フレンテみえ」において、フォーラムやセミ

ナー等の開催や、機関誌等による情報発信などを通して男女共同参画意識

の普及啓発を図ります。また、女性のための総合相談や居場所づくりなど

さまざまな悩みを持つ女性の心の負担の軽減に取り組みます。 

 

２ 性の多様性を認め合う社会推進事業         ６，８９４千円 

【（12-2-4）ダイバーシティ・性の多様性を認め合う環境づくり】 

（第２款 総務費 第５項 生活文化費 １ 生活対策費） 

ダイバーシティや性の多様性に関する理解の促進を図るため、県民の皆

さんや企業を対象とした啓発や研修を行います。また、性の多様性に関す

る相談や交流会の開催、パートナーシップ宣誓制度利用先の拡充に取り組

みます。 

 

≪政策名：教育≫ 

〈施策名：（14-5）誰もが安心して学べる教育の推進〉 

 １ 私立学校不登校児童生徒支援事業            ５４０千円 

【（14-5-1）不登校の状況にある児童生徒への支援】 

 （第 10款 教育費 第８項 私学振興費 １ 私学振興費） 

私立学校の不登校児童生徒の学びの機会確保のため、対象フリースクー

ルを利用する経済的事情のある世帯に対して、支援を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

人権課 

（224-2278） 

 

 

 

 

 

 

 

人権課 

（224-2278） 

 

 

 

 

 

 

 

ダイバーシテ

ィ社会推進課 

（224-2225） 

 

 

 

 

 

ダイバーシテ

ィ社会推進課 

（224-2225） 

 

 

 

 

 

 

 

私学課 

（224-2161） 
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政策名、施策名及び事業の内容 
担当課・ 

電話番号 

〈施策名：（14-6）学びを支える教育環境の整備〉 

１ 私立高等学校等振興補助金         ５，１６２，０１１千円 

【（14-6-5）私学教育の振興】 

（第 10款 教育費 第８項 私学振興費 １ 私学振興費） 

公教育の一翼を担う私立学校（小学校・中学校・中等教育学校・高等学

校）において、建学の精神に基づく個性豊かで多様な教育が推進されるよ

う経常的経費への助成を行います。 

 

≪政策名：文化・スポーツ≫ 

〈施策名：（16-1）文化と生涯学習の振興〉 

１ 文化活動連携事業                １７，８６５千円 

【（16-1-1）文化にふれ親しみ、創造する機会の充実】 

（第２款 総務費 第５項 生活文化費 ３ 文化振興費） 

「三重県文化振興計画」に基づき、三重県文化賞の実施や、県内各地域

の文化活動等の情報を収集・発信することにより、さまざまな主体の文化

活動を促進します。また、文化団体の支援のあり方について引き続き検討

を行うとともに、「第２次三重県文化振興計画（仮称）」を策定します。 

 

２ 斎宮跡調査研究事業               １８，６３１千円 

【（16-1-1）文化にふれ親しみ、創造する機会の充実】 

（第２款 総務費 第５項 生活文化費 11 斎宮歴史博物館費） 

有識者の意見を聞きながら、奈良時代の斎宮跡の発掘調査を進めるとと

もに、斎宮跡で出土した重要文化財の修復を行います。 

 

３（一部新）図書館管理運営費           ５３０，５１６千円 

【（16-1-3）学びとその成果を生かす場の充実】 

（第２款 総務費 第５項 生活文化費 ８ 総合文化センター費） 

図書資料の充実を図るとともに、図書館総合情報システムの更新に取り

組みます。また、図書の相互貸借に係る物流ネットワークを適切に運用し、

県民の皆さんにより良い図書館サービスを提供します。 

 

≪行政運営≫ 

〈行政運営名：（１）総合計画の推進〉 

１ みえ県民交流センター指定管理事業        ２６，４８３千円 

【（20-1-5）県民の社会参画の促進】 

（第２款 総務費 第５項 生活文化費 １ 生活対策費） 

ＮＰＯが、多様化、複雑化する地域の諸課題に対応できるよう、みえ県

民交流センターを拠点に情報発信やセミナー等を開催するとともに、社会

課題の解決に取り組むＮＰＯやそれを支援する中間支援組織の基盤強化の

支援に取り組みます。また、令和９年度からの指定管理者の選定を行いま

す。 

  

 

私学課 

（224-2161） 

 

 

 

 

 

 

 

文化振興課 

（224-2176） 

 

 

 

 

 

 

文化振興課 

（224-2176） 

 

 

 

 

文化振興課 

（224-2176） 

 

 

 

 

 

 

 

ダイバーシテ

ィ社会推進課 

（222-5981） 
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え
性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

よ
り
こ
」
の
相
談
体
制
の
強
化

を
図
る
と
と
も
に
、
外
国
人
向
け
の
周
知
を
実
施

・
医
療
機
関
に
お
け
る
性
暴
力
被
害
者
に

寄
り
添
っ
た
支
援
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

「
性
暴
力
対
応
看
護
師
(Ｓ

Ａ
Ｎ
Ｅ
)」

を
育
成

③
(一

部
新

) 
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
等
事
業

【
1

2
,5

5
7
千
円
】

・
み
え
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
(Ｍ

Ｖ
Ｓ
Ｃ
)の

実
践
力
強
化

に
向
け
、
県
内
関
係
団
体
や
全
国
域
の
災
害
中
間
支
援
組
織
と
円
滑
に

連
携
で
き
る
よ
う
、
図
上
訓
練
を
実
施

・
市
町
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
体
制
の
強
化
に
向
け
、
複
数
の
市
町

で
の
地
域
間
連
携
を
促
す
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
開
催

④
(一

部
新

) 
交
通
安
全
運
動
推
進
事
業

【
8

,9
4

7
千
円
】

・
自
転
車
や
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
の
安
全
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、

「
三
重
県
自
転
車
安
全
利
用
条
例
（
仮
称
）
」
の
検
討
を
進
め
る
と
と

も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
に
よ
り
県
民
に
幅
広
く
広
報
啓
発
を
実
施

⑤
(一

部
新

) 
飲
酒
運
転
０

(ゼ
ロ

)を
め
ざ
す
推
進
運
動
事
業

【
5

,0
7

1
千
円
】

・
「
第
４
次
三
重
県
飲
酒
運
転
０
（
ゼ
ロ
）
を

め
ざ
す
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
飲
酒
運
転
の

根
絶
に
関
す
る
教
育
及
び
普
及
啓
発
を
実
施

・
啓
発
動
画
の
配
信
や
飲
酒
運
転
禁
止
ス
テ
ッ
カ
ー

の
掲
示
な
ど
の
広
報
啓
発
を
実
施

く
ら
し
・
交
通
安
全
課
：

2
2

4
-2

6
6

4
（
①
②
）
、

2
2

4
-2

4
1

0
（
④
⑤
）

 、
2

2
4

-2
4

0
0
（
⑥
）

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
社
会
推
進
課
：

2
2

2
-5

9
8

1
（
③
）

交
通
事
故
の
な
い
社
会
の
実
現

く
ら
し
の
安
全
・
安
心

消
費
生
活
の
安
全
確
保

環境生活部　17



人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
と
連
携
し
た
人
権
啓
発
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
部
落
差
別
解
消
条
例

（
仮
称
）
制
定
検
討
や
人
権
問
題
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査
等
を
実
施
し
ま
す
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の
背
景
に
あ
る
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
を
解
消
し
、
誰
も
が
家
庭
で
も
仕
事
で
も
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
日
本
人
住
民
と
外
国
人
住
民
が
共
に
安
全
、
安
心
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
外
国
人
住

民
が
日
本
語
を
学
べ
る
環
境
の
整
備
や
相
談
体
制
の
充
実
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

人
権
が
尊
重
さ
れ
、
誰
も
が
参
画
・
活
躍
で
き
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
社
会
づ
く
り

①
(一

部
新

)人
権
施
策
総
合
推
進
事
業

【
9

,5
7

8
千
円
】

・
「

部
落

差
別

解
消

条
例

（
仮

称
）

」
制

定
及

び
「

差
別

を
解

消
し

、
人

権
が

尊
重

さ
れ

る
三

重
を

つ
く

る
条

例
」

改
正

の
検

討

・
人

権
問

題
に

関
す

る
三

重
県

民
意

識
調

査
の

実
施

②
人
権
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
費

【
1

4
7

,4
6

5
千
円
】

・
県

人
権

セ
ン

タ
ー

の
機

能
強

化
を

図
る

た
め

、
常

設
展

示
室

の
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
に

向
け

た
設

計

⑥
(一

部
新

)外
国
人
住
民
の
安
全
で
安
心
な
生
活
へ
の
支
援
事
業

【
3

5
,1

6
4
千
円
】

・
み

え
外

国
人

相
談

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

（
M

ie
C

o
）

に
お

い
て

、
社

会
保

険
労

務
士

へ
の

専
門

相
談

を
追

加

・
外

国
人

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
県

が
発

信
す

る
生

活
情

報
等

を
届

け
る

な
ど

、
地

域
と

の
橋

渡
し

役
を

担
う

「
外

国
人

地
域

サ
ポ

ー
タ

ー
」

登
録

制
度

を
構

築

⑤
(新

)み
え
地
域
日
本
語
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
設
置

【
4

9
,0

7
4
千
円
】

※
外
国
人
住
民
に
対
す
る
情
報
や
学
習
機
会
の
提
供
事
業
の
一
部

・
日

本
語

学
習

に
関

す
る

多
様

な
相

談
へ

の
対

応
、

情
報

提
供

や
関

連
事

業
の

総
合

窓
口

と
し

て
「

み
え

地
域

日
本

語
教

育
支

援
セ

ン
タ

ー
(仮

称
)」

を
設

置

・
日

本
語

学
習

支
援

者
の

育
成

・
マ

ッ
チ

ン
グ

、
オ

ン
ラ

イ
ン

・
オ

ン
デ

マ
ン

ド
に

よ
る

日
本

語
学

習
機

会
の

提
供

③
(一

部
新

) 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
！
！

H
A

P
P

Y
☆

C
Y

C
L
E
 事

業
【

1
8

,6
4

2
千
円
】

・
企

業
ト

ッ
プ

・
リ

ー
ダ

ー
層

を
対

象
と

し
た

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
、

好
事

例
の

水
平

展
開

を
実

施
・

働
く

女
性

向
け

に
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
支

援
の

階
層

別
連

続
講

座
（

W
o
m

e
n

’s
 C

a
re

e
r 

L
a
b

）
を

開
催

・
性

別
に

と
ら

わ
れ

な
い

多
様

な
進

路
選

択
を

促
進

す
る

た
め

、
若

年
層

と
親

世
代

を
対

象
と

し
た

啓
発

を
実

施
⑦
多
文
化
共
生
が
も
つ
力
の
活
用
事
業

【
1

0
,0

8
1
千
円
】

・
多

文
化

共
生

を
計

画
的

か
つ

総
合

的
に

推
進

す
る

た
め

、
「

第
２

次
三

重
県

多
文

化
共

生
推

進
計

画
（

仮
称

）
」

を
策

定

④
男
女
共
同
参
画
連
絡
調
整
事
業

【
3

,5
4

2
千
円
】

・
男

女
共

同
参

画
を

一
層

推
進

す
る

た
め

、
「

第
３

次
三

重
県

男
女

共
同

参
画

基
本

計
画

」
の

改
定

及
び

実
施

計
画

の
策

定

人
権
課
：
2
2
4
-2
2
7
8
（
①
②
）

ﾀ
ﾞ
ｲ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ｼﾃ
ｨ社

会
推
進
課
：
2
2
4
-2
2
2
5
（
③
④
）

2
2
2
-5
9
7
4
（
⑤
⑥
⑦
）

多
文

化
共

生
シ

ン
ボ

ル
マ

ー
ク

常
設
展
示
室

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り

男
女
共
同
参
画
の
推
進

多
文
化
共
生
の
推
進
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「
三
重
県
文
化
振
興
計
画
」
に
基
づ
き
、
着
実
に
施
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
次
期
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
県
立
文
化
施
設
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
文
化
芸
術
に
ふ
れ
親
し
む
機
会
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
三
重
県
誕
生
1
5
0
周
年
を
好
機
と
捉
え
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
め
る
企
画
展
等
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
史
跡
斎
宮
跡
の
実
態
解
明
と
魅
力
発
信
を
進
め
ま
す
。

文
化
と
生
涯
学
習
の
振
興

文
化
振
興
課
：
2
2
4
-2
1
7
6

⑦
文
化
観
光
推
進
事
業

【
2
2
8
,5
0
1
千
円
】

⑤
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
費

【
1
0
,2
7
3
千
円
】

④
文
化
会
館
事
業

【
1
0
1
,5
4
1
千
円
】

・
斎

宮
歴

史
博

物
館

の
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
に

向
け

た
展

示
製

作
・

博
物

館
と

史
跡

を
つ

な
ぎ

周
遊

性
を

高
め

る
区

画
道

路
の

復
元

に
向

け
た

史
跡

斎
宮

跡
整

備
基

本
計

画
（

仮
称

）
の

策
定

・
斎

宮
跡

の
に

ぎ
わ

い
を

創
出

す
る

た
め

、
引

き
続

き
発

掘
体

験
等

を
実

施

・
楽

団
音

楽
監

督
を

務
め

る
佐

渡
裕

さ
ん

指
揮

の
新

日
本

フ
ィ

ル
ハ

ー
モ

ニ
ー

交
響

楽
団

公
演

や
劇

団
唐

組
初

の
三

重
公

演
「

鉛
の

兵
隊

」
等

を
実

施

・
大

学
院

で
民

俗
学

を
研

究
す

る
歌

手
の

相
川

七
瀬

さ
ん

を
迎

え
、

学
び

直
す

き
っ

か
け

や
研

究
内

容
の

講
演

を
実

施
・

皇
學

館
大

学
教

授
谷

口
裕

信
さ

ん
に

よ
る

講
演

「
三

重
県

の
誕

生
と

府
県

の
か

た
ち

」
等

を
実

施
相

川
七

瀬
さ

ん

⑥
斎
宮
歴
史
博
物
館
展
示
・
普
及
事
業

【
1
5
,8
4
3
千
円
】

・
『

斎
王

の
つ

と
め

』
、

『
王

朝
文

学
と

斎
王

』
、

『
大

斎
院

』
等

、
斎

宮
の

魅
力

を
伝

え
る

展
示

を
実

施

②
(一

部
新
)美

術
館
展
示
等
事
業

【
8
5
,3
4
9
千
円
】

・
S

O
M

P
O

美
術

館
等

と
の

巡
回

展
『

ア
ル

ベ
ー

ル
・

マ
ル

ケ
展

』
に

お
い

て
、

子
ど

も
用

鑑
賞

ガ
イ

ド
等

を
作

成
し

、
配

付
・

三
重

県
ゆ

か
り

の
『

榊
莫

山
』

、
『

増
山

雪
斎

』
の

展
示

や
ひ

き
こ

も
り

当
事

者
等

と
鑑

賞
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
を

実
施

①
(新
)東

紀
州
キ
ッ
ズ
文
化
体
験
ツ
ア
ー
事
業

【
4
,6
7
5
千
円
】

※
文
化
交
流
機
能
強
化
事
業
の
一
部

・
東

紀
州

地
域

の
児

童
生

徒
を

対
象

に
、

美
術

館
、

総
合

博
物

館
、

斎
宮

歴
史

博
物

館
等

で
の

体
験

コ
ン

テ
ン

ツ
を

組
み

込
ん

だ
バ

ス
ツ

ア
ー

を
新

た
に

実
施

楽
器

体
験

ｱﾙ
ﾍﾞ

ｰﾙ
･ﾏ

ﾙｹ
《

ﾙ･
ｱｰ

ｳﾞ
ﾙ、

港
湾

》
1
9
0
6
年

、
油

彩
・

ｶﾝ
ｳﾞ

ｧｽ
､

ｱﾝ
ﾄﾞ

ﾚ･
ﾏﾙ

ﾛｰ
美

術
館

（
ﾙ･

ｱｰ
ｳﾞ

ﾙ）
©

 M
u

M
a
 L

e
 H

a
vr

e
  

C
h

a
rl

e
s 

M
a
sl

a
rd

佐
渡

裕
さ

ん

※
企

画
展

等
の

名
称

は
仮

称

③
(一

部
新
)総

合
博
物
館
展
示
等
事
業

【
5
3
,5
5
4
千
円
】

・
『

ま
つ

り
を

旅
す

る
』

、
『

み
ん

な
の

の
り

も
の

大
集

合
』

等
、

子
ど

も
か

ら
大

人
ま

で
楽

し
め

る
企

画
展

の
ほ

か
、

子
ど

も
た

ち
が

祭
り

に
ふ

れ
親

し
め

る
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

三
重

交
通

神
都

線
の

路
面

電
車

（
中

野
本

一
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
）

史
跡
斎
宮
跡
の
実
態
解
明
と
魅
力
発
信

子
ど
も
た
ち
が
文
化
芸
術
に
ふ
れ
親
し
む
機
会
の
充
実

～
県
立
文
化
施
設
の
主
な
企
画
展
等
～
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家
庭
の
経
済
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
ら
の
希
望
に
応
じ
た
教
育
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
令
和
８
年
度

か
ら
実
施
予
定
の
「
い
わ
ゆ
る
高
校
無
償
化
」
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
が
よ
り
安
全
・
安
心
に
学
べ
る
環
境
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
私
立
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
防
止
対
策
や
熱
中
症
対
策
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

私
立
学
校
の
教
育
環
境
の
充
実

③
（
新
）
私
立
学
校
い
じ
め
防
止
対
策
支
援
事
業
【
6
,7
5
5
千
円
】

・
私

立
学

校
に

お
け

る
い

じ
め

へ
の

対
応

を
支

援
す

る
た

め
、

生
徒

指
導

担
当

教
員

等
を

対
象

に
事

例
等

か
ら

学
ぶ

機
会

を
提

供
・

私
立

学
校

か
ら

の
い

じ
め

に
係

る
相

談
に

対
応

す
る

支
援

員
を

新
た

に
配

置

①
私
立
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
交
付
事
業
【
6
,2
5
3
,6
5
8
千
円
】

・
自

ら
の

希
望

に
応

じ
た

教
育

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
い

わ
ゆ

る
高

校
無

償
化

に
対

応
し

、
就

学
支

援
金

を
拡

充
す

る
こ

と
に

よ
り

、
保

護
者

等
の

経
済

的
負

担
を

軽
減

④
（
新
）
安
全
・
安
心
な
私
立
学
校
教
育
環
境
緊
急
整
備
事
業
費

補
助
金
【
1
6
,6
9
9
千
円
】

・
熱

中
症

対
策

や
避

難
所

機
能

の
強

化
の

た
め

に
、

私
立

学
校

が
体

育
館

等
に

空
調

設
備

を
整

備
す

る
経

費
を

助
成

私
学
課
：
2
2
4
-2
1
6
1

②
私
立
高
等
学
校
等
教
育
費
負
担
軽
減
事
業
【
3
2
9
,0
0
3
千
円
】

・
国

の
制

度
改

正
に

対
応

し
、

奨
学

給
付

金
を

拡
充

す
る

こ
と

に
よ

り
、

保
護

者
等

の
経

済
的

負
担

を
軽

減

＜
主
な
拡
充
内
容
＞

就
学

支
援

金
【

授
業

料
へ

の
支

援
】

〇
支

給
上

限
額

：
私

立
全

日
制

3
9
.6

万
円

⇒
  
4
5
.7

2
万

円
等

奨
学

給
付

金
【

授
業

料
以

外
へ

の
支

援
】

〇
支

援
対

象
：

生
活

保
護

世
帯

・
住

民
税

非
課

税
世

帯
（

年
収

約
2
7
0
万

円
未

満
）

⇒
  
中

所
得

世
帯

（
年

収
約

4
9
0
万

円
未

満
）

ま
で

い
じ
め
対
策
強
化

高
校
無
償
化
へ
の
対
応

熱
中
症
対
策
へ
の
支
援
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2
0
5
0
年
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
の
実
現
を
め
ざ
し
、
「
み
え
デ
コ
活
」
の
推
進
、
脱
炭
素
経
営
に
係
る
支
援
及
び
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池

や
Ｐ
Ｐ
Ａ
を
活
用
し
た
県
有
施
設
の
脱
炭
素
化
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
緩
和
の
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
熱
中
症
対
策
等
の
気
候
変
動
の
適
応

に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
三
重
県
誕
生
1
5
0
周
年
を
ふ
ま
え
た
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な
ど
環
境
教
育
・
環
境
学
習
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
太
陽
光
発
電

施
設
の
設
置
が
環
境
に
配
慮
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
三
重
県
環
境
影
響
評
価
条
例
の
規
模
要
件
の
見
直
し
を
進
め
ま
す
。

2
0
5
0
年
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
の
実
現

①
脱
炭
素
社
会
推
進
事
業

【
3

8
8

,8
6

0
千
円
】
（
２
月
補
正
予
算
含
み
ベ
ー
ス
）

・
脱
炭
素
に
つ
な
が
る
新
し
い
豊
か
な
暮
ら
し
を
創
る

取
組
の
展
開
や
そ
の
定
着
を
図
る
「
み
え
デ
コ
活
」

の
推
進

・
楽
し
く
学
習
で
き
る
仮
想
空
間
上
の
体
験
型
デ
ジ

タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

④
気
候
変
動
適
応
事
業

【
8

,3
1

1
千
円
】

・
関
係
部
局
や
市
町
と
連
携
し
た

熱
中
症
対
策
の
促
進

・
気
候
変
動
の
適
応
に
関
す
る

理
解
を
深
め
る
普
及
啓
発
、

県
気
候
変
動
適
応
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
た
情
報
発
信

太
陽
光
発
電
設
備
等
設
置
費
補
助

太
陽
光
発
電
設
備
等
共
同
購
入

電
気
自
動
車
の
導
入
補
助

③
(一

部
新

)県
有
施
設
脱
炭
素
化

推
進
事
業

【
2

6
3

,2
5

2
千
円
】

・
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
の
導
入
に

向
け
た
取
組
（
普
及
啓
発
、
県
有
施
設

へ
の
導
入
に
向
け
た
調
査
・
設
計
）

・
初
期
費
用
が
不
要
な

Ｐ
Ｐ
Ａ
を
活
用
し
た

モ
デ
ル
事
業
を

引
き
続
き
実
施
し
、

全
庁
的
な
横
展
開

県
総
合
博
物
館
（
R
6
導
入
）

②
 (
一
部
新

)地
球
温
暖
化
対
策
普
及
事
業

【
2

5
,5

9
9
千
円
】

・
各
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
実
施
す

る
た
め
、
脱
炭
素
経
営
の
支
援
内
容
を
拡
充

・
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
が
多
い
事
業
者
へ

脱
炭
素
化
に
関
す
る
情
報
提
供
や
助
言
な
ど

に
よ
り
自
主
的
な
取
組
を
促
進

情
報
誌
「
し
き
さ
い
」

2
0
25
夏
号

⑥
(一

部
新

)環
境
影
響
・
公
害
審
査
事
業

【
8

,4
3

0
千
円
】

・
事
業
者
に
お
い
て
適
切
な
環
境
配
慮
が

行
わ
れ
る
よ
う
、
環
境
影
響
評
価
の

取
組
を
促
進

・
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
に
関
し
て
は
、

三
重
県
環
境
影
響
評
価
条
例
に
基
づ
く

対
象
事
業
の
規
模
要
件
の
見
直
し

⑤
(一

部
新

)環
境
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
運
営
費

 【
8

0
,1

8
5
千
円
】

・
県
環
境
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た

環
境
教
育
・
環
境
学
習
の
推
進
、

展
示
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

・
三
重
県
誕
生
1
5
0
周
年
を
ふ
ま
え
、

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら

学
べ
る
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

地
球
温
暖
化
対
策
課
：
2
2
4
-2
3
6
8

気
候
変
動
緩
和
の
取
組

気
候
変
動
適
応
の
取
組

環
境
配
慮
取
組
・
行
動

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
方
式
の
支
援
（
好
み
に
応
じ
て
選
択
で
き
る
形
式
）
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④
C
O
2
削
減
の
た
め
の
高
度
な
技
術
を
活
用
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
等
促
進
事
業

【
2
3
,8
5
3
千
円
】

・
よ
り
高
度
な
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

循
環
的
な
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、

製
品
原
材
料
へ
の
適
用
可
能
性
や

事
業
者
間
連
携
の
実
現
可
能
性
を
検
証

・
使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
効
率
的
な

分
別
・
回
収
か
ら
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

を
使
用
し
た
製
品
の
製
造
ま
で
の

実
証
事
業
を
実
施

廃
棄
物
処
理
に
お
け
る
安
全
・
安
心
を
前
提
と
し
、
持
続
可
能
な
廃
棄
物
処
理
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
引
き
続
き
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

に
備
え
た
災
害
廃
棄
物
処
理
体
制
の
強
化
、
人
口
減
少
な
ど
将
来
の
社
会
情
勢
を
ふ
ま
え
た
ご
み
処
理
広
域
化
・
集
約
化
の
調
査
・
検
討
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
循
環
経
済
へ
の
移
行
に
よ
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
の
高
度
化
な
ど
地
域
課
題
の
解
決
に
資
す
る
循
環
資
源

の
利
用
を
促
進
し
ま
す
。

持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の
構
築

③
地
域
循
環
高
度
化
促
進
事
業
【
2
5
2
,0
5
0
千
円
】

・
産
業
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
、
循
環
的
利
用
、
減
量
化
、
地
球
温
暖
化

対
策
に
資
す
る
事
業
者
に
よ
る
設
備
導
入
等
に
対
し
て
、
そ
の
経
費

の
一
部
を
補
助

⑤
(一

部
新
)不

法
投
棄
等
の
未
然
防
止
・
早
期
発
見
推
進
事
業
【
1
6
2
,6
7
6
千
円
】

・
通
報
窓
口
「
廃
棄
物
1
1
0
番
」
の

啓
発
動
画
の
作
成
・
配
信
や
多
様
な

手
段
に
よ
る
効
果
的
な
広
報
を
実
施

・
監
視
カ
メ
ラ
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
は
じ
め

と
す
る
技
術
の
活
用

①
(一

部
新
)災

害
廃
棄
物
適
正
処
理
促
進
事
業

【
3
4
,5
6
6
千
円
】

・
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
を
想
定
し
た
広
域
的

な
図
上
訓
練
・
仮
置
場
の
設
置
や
運
営
に

係
る
実
地
訓
練
の
実
施

・
仮
置
場
候
補
地
の
位
置
情
報
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
よ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成

・
三
重
県
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
の
改
定
に

着
手

②
一
般
廃
棄
物
適
正
処
理
推
進
事
業

【
3
4
,6
1
2
千
円
】

※
「
ご
み
ゼ
ロ
社
会
」
実
現
推
進
事
業
の
一
部

・
中
長
期
に
お
け
る
持
続
可
能
な
適
正
処
理

の
確
保
に
向
け
た
ご
み
処
理
広
域
化
・

集
約
化
の
計
画
策
定
の
た
め
の
調
査
と

市
町
等
と
の
協
議
を
継
続

⑥
環
境
修
復
後
の
保
全
管
理
事
業

【
5
9
,2
2
4
千
円
】

・
地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、

行
政
代
執
行
で
整
備
し
た
工
作
物
の
点
検
や

水
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
を
実
施

桑
名
市
五
反
田
事
案

四
日
市
市
大
矢
知
・
平
津
事
案

桑
名
市
源
十
郎
新
田
事
案

四
日
市
市
内
山
事
案

資
源
循
環
推
進
課
：
2
2
4
-3
3
1
0
（
①
②
③
④
）

廃
棄
物
対
策
課
：
2
2
4
-2
4
8
3
（
⑥
）

廃
棄
物
監
視
・
指
導
課
：
2
2
4
-2
3
8
8
（
⑤
）

訓
練
の
実
施
状
況

事
業
イ
メ
ー
ジ

先
行
事
例
（
東
紀
州
環
境
施
設
組
合
）

桑
名
市
源
十
郎
新
田
事
案

循
環
資
源
の
利
用
促
進

持
続
可
能
な
廃
棄
物
処
理
体
制
の
確
保

安
全
・
安
心
の
確
保
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水
質
の
「
き
れ
い
さ
」
に
加
え
、
生
物
生
産
性
や
生
物
多
様
性
に
も
配
慮
し
た
「
き
れ
い
で
豊
か
な
海
」
の
実
現
を
め
ざ
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
主
体
と
連
携
し
、
総
合
的
な
施
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
伊
勢
湾
流
域
圏
で
連
携
し
、
海
洋
ご
み
の
発
生
抑
制
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
良
好
な
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
の
取
組
を
継
続
し
ま
す
。

「
き
れ
い
で
豊
か
な
海
」
の
実
現
と
良
好
な
生
活
環
境
の
保
全

③
(一

部
新
)大

気
テ
レ
メ
ー
タ
維
持
管
理
費

【
1
5
7
,1
5
2
千
円
】

・
大
気
汚
染
の
状
況
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る

と
と
も
に
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
や

P
M
2
.5
の
濃
度
上
昇
時
に
予
報
等
を
発
令

⑤
浄
化
槽
設
置
促
進
事
業
補
助
金

【
1
1
6
,1
7
8
千
円
】

・
生
活
排
水
処
理
施
設
の
整
備
率
向
上
を
図
る
た

め
、
浄
化
槽
設
置
に
補
助
を
行
う
市
町
や
、
公

営
事
業
と
し
て
高
度
処
理
浄
化
槽
等
を
設
置
し

維
持
管
理
を
行
う
市
町
に
対
す
る
助
成
を
実
施

④
河
川
等
公
共
用
水
域
水
質
監
視
費

【
3
0
,8
1
3
千
円
】

・
水
環
境
の
保
全
に
向
け
、
県
内
の
河
川
、
海
域

及
び
地
下
水
の
環
境
基
準
の
達
成
状
況
や
推
移

を
把
握
す
る
た
め
、
公
共
用
水
域
等
の
継
続
的

な
水
質
監
視
を
実
施

大
気
・
水
環
境
課
：
2
2
4
-2
3
8
0
（
①
③
④
⑤
）

資
源
循
環
推
進
課
：
2
2
4
-3
3
1
0
（
②
）

②
（
一
部
新
）
海
岸
漂
着
物
対
策
推
進
事
業

【
8
4
,5
7
1
千
円
】


「
三
重
県
海
岸
漂
着
物
対
策
推
進
計
画
」
、
「
伊
勢
湾
流
域
圏
海
洋

ご
み
対
策
推
進
広
域
計
画
」
に
基
づ
き
、
海
岸
漂
着
物
の
実
態
把
握
、

回
収
・
処
理
の
取
組
、
発
生
抑
制
対
策
を
推
進


海
洋
ご
み
問
題
に
関
す
る
県
民
の
意
識
の
醸
成
を
図
る
た
め
、
企
業

と
連
携
し
た
情
報
発
信
や
環
境
学
習
・
野
外
学
習
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

清
掃
活
動
の
推
進

イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
普
及
啓
発

①
（
一
部
新
）
「
き
れ
い
で
豊
か
な
海
」
推
進
事
業

【
2
7
,9
2
3
千
円
】

・
「
第
９
次
水
質
総
量
削
減
計
画
」
に
基
づ
き
、
流
域
下
水
処
理
場
に

お
け
る
栄
養
塩
類
管
理
運
転
の
試
行
と
効
果
の
検
証
等
、
農
林
水
産
部
、

県
土
整
備
部
と
連
携
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
「
三
重
県
『
き
れ
い

で
豊
か
な
海
』
協
議
会
」
に
お
い
て
、
各
種
施
策
の
進
捗
管
理
を
実
施

・
県
の
次
期
水
質
総
量
削
減
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
と

と
も
に
、
他
の
下
水
処
理
場
等
へ
の
栄
養
塩
類
管
理
運
転
の
横
展
開
に

向
け
た
実
現
可
能
性
調
査
を
実
施

「
き
れ
い
で
豊
か
な
海
」
の
実
現
と
「
海
洋
ご
み
対
策
」
の
推
進

生
活
環
境
の
保
全
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